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W3Cに よって策 定 され たExtensibleMarkupLanguage（XML） はデ ー タ交換 の標 準 フ ォーマ

ッ トとして広 く利 用 され て お り，近年 は様 々 なア プ リケー シ ョンのデ ー タ，Wikipedia記 事や

Office文 書 な ど多 くの用 途 に利 用 され て い る．そ の た め，現在 まで に膨 大 な数 のXML文 書 が

蓄積 され ，今 後 ます ます 多 くのXML文 書 が作 成 され る と予 想 され る．

従 来 の検 索エ ンジ ンの うちの ほ とん どは，検 索 結果 と して文書 の リス トを提 示 す る．その た

め，ユ ー ザは各 文 書 中か ら欲 しい 情報 を 自 ら発 見 す る必 要 が あ るが，記 述 量 の多 い文 書 か ら求

め る情報 を抽 出す る際 には大 きな労 力 を必 要 と し，ま た，長 時間 を費や して も欲 しい 情報 を含

ま ない 可能性 もあ り， これ らの作 業 はユ ー ザ に とって大 きな負 担 で あ る． それ に対 して ，XML

部分 文 書検 索で は ，検 索結 果 と して 文書 の うちユー ザ が必 要 とす る情報 が記 述 され た 箇所 を特

定 して提 示す る こ とを 目指す ．従 って，ユ ー ザ の検 索時 の 労力 を軽減 す るこ とが可能 な，非 常

に有 用 な検 索技術 で あ る．

既 存 のXML部 分 文書検 索 に 関す る研 究 で は，主 に，1） ユ ーザ が求 め る必 要 十分 の 内容 を検

索結 果 と して提 示す る こ とを 目指 す 高精 度 な検 索 と，2） ユ ー ザ に対 して高速 に検 索結 果 を提

示す ることを 目指す高速 な検索が取 り組 まれてきた・我 々は高精度な検索 を実現す るために・

情報量 の多い部分 を発見す るた めのスコア リング手法 と，文書中の検索結果 として最適 な部分

を特定す るための検索結果構築手法 の提案 を行 った．評価実験の結果 ，提案手法は従来の手法

と比較 してよ り高精度に検索が可能 であるとい う結果 が得 られた．

また，我々は検 索システムの実運用を想定 した場合には必ず発生す る文書の更新への対応 を

目指 した．なぜな ら，これ ら文書の更新に対応 しなかった場合には，検索 システムはユーザに

対 して適切 な検索結果 を提示す ることはできず，その結果，検索シスデムの利便性が低下する

ためである．我々は，一般的な構成 のXML部 分文書検索システムに差分更新機能を搭載 させ る

べ く新たな索引構造を定義 し，更新対象 の うち不要なデータを除外す るためのフィル タを提案

した．更に，索引語の重み算 出時において正確な大域的重み算出のためのパス式統合手法の提

案 を行 った．評価実験の結果，提案手法 を適用す ることで，検索精度 の低下を抑制 しつつ，極

めて短時間で索引の更新 を実現 した．

これ らの研究の成果物 として，正確 な検索 と高速 なクエ リ処理，そ して文書の更新の即座 の

反映 を満 た した実用的なXML部 分文書検 索システムを開発 した．XML部 分文書検索技術の期

待 され る応用対象 としてWeb文 書が存在 する．XML部 分文書検索 と，Web文 書の中で も代表

的なファイル フォーマ ッ トであるHTML文 書に対す る部分文書検索の間に存在す る差異 を解消

するた め，HTML文 書に対 して部分文書検 索技術の適用 を 目的 とした文書の整形手法の提案を

行った．
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（論文審査結果の要 旨）

「

平成25年12， 月19日 に開催 した公聴会の審査結果を踏まえ，平成26年2月21日 に本博

士論文の最終審査を行った．その結果，本博 士論文は，提案者 が独立 した研究者 として研

究活動を続 けてい くための十分な素養 を備 えてい ることを示す もの と認 める．

榛惇志は，本博士論文において，文書 の更新 を考慮 した高精度 ・高速 なXML部 分文書検

索手法を提案 し，その有効性 を示 している．本論文 の具体的な貢献 を以下に示す．

高精度なXML部 分文書検索の実現 に関 して，従来の研究 においては文書検索の検 索手法

を基 に して部分文書検索への拡 張を行 ってきた． しか し部分文書検索では単に検 索質問に

対す る適合箇所 を含む文書 を発 見す るだ けではな く，適合箇所そのものを特定す る必要が

あるため，単に文書検索手法 を拡張す るだけでは不十分である．そこで，1） 重要部分抽出

の要件を考慮 したスコア リング手法，2）文書中の最適粒度発見のための部分文書統合手法，

3） 関連す る部分文書の統計量を考慮 したスコア リング手法 を提案 し，本 手法の有効性 を明

らかに している．

Web上 の文書 をは じめ多 くの電子化文書は更新 が頻繁に発生す ることは通常で あ り，これ

らの更新 に対応 しなけれ ば，検 索精度の観 点か らその検索システムの有用性は次第 に低下

す る． これに対 して，従来のXML部 分文書検索システムでは文書の更新 を想定 していない

ため，更新に対応す るためは長時間を要 した．そ こで，本論文では1） 高速な索引語 の重み

算 出を実現す
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